
 施策評価シート【分野別施策】 

 
 施策名  関係部 

３－⑥ 交通の利便性を高める 
福祉部、まちづくり政策部、土木

部 

 所管事業に関連する成果指標 

指標名 
単

位 

改訂計画 

策定時 

実績値 5 年度 

目標値 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

路線バスの乗り継ぎ

環境の整備進捗率 
％ 47 65    88 

幹線道路のボトルネ

ック交差点の改良進

捗率 

％ 17 17    80 

関連事業 

○住民主体地域内移送推進事業○バス利用促進事業○南北都市軸への新しい公共交通導入事業○幹

線道路整備事業○街路整備事業 

 決算額 

 
2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

事業費（千円） 50,663    

執行率（％） 70.29    

施策の推進に向けた主な取組の「成果」 

●「住民主体地域内移送の推進」 

⇒住民主体地域内移送を本格的に運行している須賀新田地区（松原地区）の取組への継続

支援をはじめ、土屋地区の試運転の実施、旭南地区の協議体の場での説明を行う等、運

行実施に向けた理解を深めるとともに、住民の主体的な活動を支援しました。 

 

●「路線バスを利用しやすい環境づくり」 

⇒路線バスの利用促進に寄与するサイクル＆バスライドの整備について、関係機関と協議

を進め、大縄橋バス停付近及び片岡バス停付近にサイクル＆バスライドの駐輪場を開設

しました。 

 

●「南北都市軸への新しい公共交通の導入」 

⇒南北都市軸への新しい公共交通導入に向けて、国道１２９号の道路工事に合わせたバス

停待合い環境整備や、旧道とトランジットセンター（バス等に乗り換える交通結節点）

を繋ぐバス路線の新設に係る道路工事について、バス事業者と連携し、道路管理者及び

交通管理者と協議しました。 



●「幹線道路の整備推進」 

⇒歩道設置や交差点改良により、交通の円滑化と歩行者の安全を図るため、整備工事を継

続して進めています。 

 

 施策を推進する上での「課題」 課題解決を図るための「取組方針」 

●「住民主体地域内移送の推進」 

⇒神奈川県「共生社会仕組みづくり外出支援

モデル事業」３地区の継続的支援及び運転

ボランティアの発掘や確保が行えるよう

に運行実施団体への支援を図る必要があ

ります。 

 

●「路線バスを利用しやすい環境づくり」 

⇒バス利用促進には、運行の定時制・速達性

が望まれますが、抜本的な課題解決には渋

滞対策など長期的な対策が必要になりま

す。 

 

●「南北都市軸への新しい公共交通の導入」 

⇒ツインシティ大神地区のまちづくりの進

捗を踏まえて、南北都市軸に新しい公共交

通を導入する必要があります。 

 

 

●「幹線道路の整備推進」 

⇒幹線道路、街路の整備は用地買収、物件補

償、工事費等相当な費用を要するため、計

画的に事業を進める必要があります。 

 

●「住民主体地域内移送の推進」 

⇒モデル事業３地区の財政面を含めて継続

支援及び他の地区おいても住民主体地域

内移送事業の関心が高めるために、HP等を

通じて周知を図ります。 

 

 

●「路線バスを利用しやすい環境づくり」 

⇒バス利用促進に向けた短期的な取組とし

て、バス停の待合環境やサイクル＆バスラ

イドの整備に関して、バス事業者と連携し

て取り組みます。 

 

●「南北都市軸への新しい公共交通の導入」 

⇒南北都市軸の新しい公共交通の導入に向

けて、バス事業者や道路管理者及び交通管

理者等の関係機関と具体的な協議を進め

ます。 

 

●「幹線道路の整備推進」 

⇒「道路中期ビジョン」に基づき、引き続き

幹線道路や街路整備の推進に取り組みま

す。 

 


